
　県民の安心・安全な暮らしを守るため、地震・台風・豪雨などの激甚

化・頻発化する災害の発生を想定し、日々備える必要があります。

　そこで、保健医療の分野では、大規模な自然災害や事故などの発生

時、被災地に迅速に駆けつけ救命処置等を行う、「埼玉DMAT

（Disaster Medical Assistance Team）」と呼ばれる医療チームを編成し

ています。

　専門的な訓練や研修の実施や関係機関と医療機関の連携を県職員

がサポートし、あらゆる危機がいつ、どこで起きても被害を最小限に抑

えられる社会を目指します。

　障害のある人、それを支える人、誰もが安心して暮らせる社会をつく

るだけでなく、能力や適性に応じて「誰もが輝く社会」をつくることを目

指しています。

　そんな取組の一つが、障害者の芸術文化活動の推進です。個性あふ

れる作品の魅力が一人でも多くの人に伝わるよう、年間を通じて「障害

者アートフェスティバル」を開催し、文化・芸術の力によって、多様であ

ることを認め合う豊かな共生社会、心のバリアフリー、障害のある人の

社会参加を推進しています。
2022.9.8　令和4年度第1回埼玉県独自DMAT
養成研修（1日目）

2022.11.29 　令和4年度緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（1日目） 2022.12.7～12.11　埼玉県障害者アート企画展

2022.11.11 令和4年度第2回埼玉県独自DMAT
養成研修（2日目）
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障害者アート作品の創作風景 2022.12.24　障害者ダンスチーム「ハンドルズ」
による公演

埼玉DMAT 障害者の
芸術文化活動医療整備課

障害者福祉推進課

詳細は
こちらから

詳細は
こちらから

埼玉県の目指す将来像1・安心安全の追求 埼玉県の目指す将来像2・誰もが輝く社会
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